
「緩和ケアの専⾨チーム」がサポートします
おぼえてください、「緩和ケア」。
あなたの⼤切な⽅のために、あなた⾃⾝のために

「緩和ケア」について考えるタイミングは、「早すぎる」ことも
「遅すぎる」こともありません。 「緩和ケア」について考えたくない時は、考えなくてもか
まいません。⼈間は、体⼒や気⼒が減ると、考えることが
できなくなります。そんな時は、じっとしてエネルギーを
蓄える時間が必要です。
また、⼀⼈で抱え込まず、周囲の医療スタッフやご家族に相談ください。
緩和ケアのスタッフは、患者さんの悩みや不安について、⼀緒に考え、
納得できる選択をするために⽀援していきたいと思っています。

看護師

医師

痛みをはじめとした、さまざまな
症状を軽減するための お薬につ
いて、詳しく説明します。

症状の増悪などにより、⾝体機能
が損なわれた場合など、機能を最
⼤限に活⽤して⽣活をするための
リハビリをします。

⾷欲低下や⾷事が進まない時など
どのような⾷事をとったら良いか
アドバイスします。

経済⾯、福祉制度、在宅療養の際
の調整など、サポートします。

薬剤師

栄養⼠

ソーシャルワーカー
（医療社会福祉⼠）

緩和ケアは、がん治療の初期段階から、がんと⼀緒に受ける医療です。
緩和ケアを受けると、こんなメリットがあります。
•がん治療中に経験する苦痛を伴う症状（吐き気、嘔吐、痛み、倦怠感など）が 緩和され、
がん治療に取り組む⼒がわいてきます。
•患者さんやご家族の不安や⼼配事など、⼼のつらさを和らげるために緩和ケアの スタッフが
お⼿伝いします。
•がんと診断されたことによる社会的差別（就職・解雇問題など）への対応について、⼀緒に
考えます。

詳細は看護師に
おたずねください。

理学療法⼠
作業療法⼠

担当看護師のほかに緩和ケアに
関する専⾨知識を持ったがん看
護専⾨看護師、緩和ケア認定看
護師などがいます

主治医の他に、緩和ケア専⾨医
（がんに伴うさまざまな症状を
コントロールする医師）が

います

「緩和ケア」チーム

－ 緩和ケアチームからのメッセージ －
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